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新任のあいさつ 
   

大阪府ＳＡ連協 理事長 新鞍 清彦 (大阪市ＳＡ 平成 22 年) 

 

4 月に就任しました新鞍です。微力ながら大阪府シルバーアドバイザー連絡協議会(以下,府ＳＡ

連協と表現)の発展に努める所存ですので、皆様方のご支援を賜わります様宜しくお願い申し上げ

ます。 

今年度の府ＳＡ連協の活動方針について説明し新任のご挨拶と致します。 

 

府ＳＡ連協の平成 29 年度活動方針は『地区ＳＡの活性化への貢献活動』です。 

 

府ＳＡ連協は「地区ＳＡが元気になるように作

られた組織」であると理解します。そのためには

地区ＳＡが活性化する方策は、①地区ＳＡの情報

を吸い上げること、②府ＳAが持っている情報と

交換し合うことで、お互いの組織の相乗効果が期

待されます。そのためには遠方から理事会に参加

される地区ＳＡの参加者に有意義であったと感じ

ていただける理事会を目指したいと考えます。 

「地区ＳＡの活性化の為の府ＳＡの行動計画」 

1、理事会の 2時間中、1時間は地区ＳＡの発表会

か講演会に使い、残りの 1時間は今までの通り

の報告会とします。 

2、ブロック会議で地区の悩みや問題点を共に話し

合い解決策を見つけるよう努めます。 

3,ＳＡ活動の宣伝の為、行事の際には横断幕か 

 幟を掲示するよう努めます。(幟や横断幕の掲揚

運動) 

4､大阪府ＳＡの最大の財産は「おもちゃクラブ」

「歌体操クラブ」の認識の下活動の輪を広げ、 

 新規貢献先の開拓に努めます。 

5,地区ＳＡの活動の源泉である助成金取得が大き

な動機付けになります。助成金の情報や取得に

ついての相談に応じるように努めます。 

「関連組織との関係の深化」 

①ＳＡ認定機関の大阪府高齢者介護室との月１回

の報告など行い情報取得に努力する。又両者の

関係強化することでＳＡを理解いただき、有効

な助言の頂く様努力に努めます。 

②高大と校友会の関係強化を図ります。高大３階

の広報コーナーに受講生向けに、府ＳＡ連協専

用のラックを設置し地区ＳＡの広報チラシを置

き、受講生の地区ＳＡの認知度を高め新入会員

の増加を図る様努めます。 

③ＯＮＣＣ(ＮＰＯ法人大阪府北部コミュニティ

シルバー通信 

http://sa-rennkyo.sakura.ne.jp/
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ーカレッジ)との関係強化して新規入会者の増

員を図る様努めます。 

０ＮＣＣには待ちの姿勢ではなく交流授業等

をこちらから企画提案をして実現したい。 

④歌体操フェスタ、ブロック交流会等、各地区Ｓ

Ａに魅力ある活動を模索し具体化するよう努め

ます。 

⑤他の組織と共催イベントを模索し、具体化し定

例化にする様努めます。（例：ＡＴＣおもちゃフ

ェスタ） 

各地区ＳＡの皆様へ 

地区ＳＡの皆様に於かれては、会員の高齢化が進

む中で、新入会員の加入が叫ばれている現状を打

破するには、地区ＳＡの魅力ある活動が肝要です。

各地区ＳＡの理事さんを通じて、府ＳＡ連協に具

体的な提案をお願いします。他の地区ＳＡも其の

成功例を参考にし、具体化して魅力ある地区ＳＡ

を作る努力をしましよう。 

 

 

 

 

Ⅰ.事務局            
事務局長 中島 英征（SA 茨木 19 年） 

１.運営全般  

ＳＡ連協会員数の推移は退会者 88 名、新規入会者 99 名で 11 名と微増しました。 

各地区ＳＡの実情は相変わらずの新規入会者不足と会員の高齢化に苦慮している状況

です。 

平成 28 年度活動方針の結果について以下に報告します。 

① 「地区ＳＡの活性化への貢献」について 

・理事会では各部会の報告主体から、各地区との情報交換にシフトするように努めた。 

しかしながら、高大イベント他の対応に追われ十分な情報交換はできなかった。 

・各地区ＳＡにおける新会員勧誘事例紹介。 

・地区ＳＡの新会員の居場所つくり事例紹介等を行った。 

② 行政機関との関係強化について  

・大阪府高齢介護室 介護支援課との会合を実施し、今後定例会合をする道ができた。 

ＳＡの所管部署である同課との会合が引き続き重要である。 

・同課との会合により６地区ＳＡ(箕面、羽曳野、池田、豊中、四条畷、藤井寺)を府

知事が『ニッセイ財団の生き生きシニア活動顕彰』に推薦申請してくれた。 

③ 新規取組案件としてのＳＡ連協全地区ＳＡが参加しての催しについては、会場面、

費用面、時期いずれも難しい面があり開催は困難との結論となった。 

④ 関連団体との交流は各部会に詳述しているので省略。 

その他特記事項 

⑤ ＳＡ東大阪が会員減少の為、解散となった。 

⑥ 岸和田市で地区ＳＡを立ち上げる兆しがでたが、推進者が病気になりストップして

いる。  次年度への申し送り事項としたい。 
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2 会務運営 

1) 会議の開催状況 

① 理事会；毎月一回（原則 第一木曜日）開催した。会場は、原則 大阪福祉指導セン

ターを使用したが、申込の抽選負けとなり、大淀コミュニティセンター（5 月）と吹

田アイワステーションビル（11 月）を使用することもあった。 

 理事会では、外部団体、３部門会およびブロック交流会からの報告、連絡が多かった

が、審議案件があったのは、次の通りであった。 

  ４月 第１号議案 平成２７年度活動報告 

第２号議案 平成２７年度収支決算報告並びに監査報告に承認を求める件 

第３号議案 平成２８年度役員選任の件 

５月 第１号議案 平成２８年度活動計画(案)承認の件 

第２号議案 平成２８年度会計収支予算(案)承認の件 

その他としては以下の通りであった。 

５月 大阪府高齢者介護室の紹介 植澤副主査 

６月 講演会「今から始める介護予防」宮田彰典氏 

   新旧理事懇親会6/2 於：松崎屋 

７月 地区ＳＡ会員動向表報告について 

11月 ニッセイ財団「生き生きシニア活動顕彰」について…6団体選出 

１月 「福島からの報告」吉川裕子氏 

   理事会新年会1/5 於：パル法円坂 

今後は 

・各地区ＳＡの行事の発表を通じてお互いに学ぶようにする。 

・講演会の機会を多くする。（地区ＳＡから講演の情報がほしい） 

部門会とブロック交流会については部門会を偶数月に、ブロック交流会を奇数月に理

事会に併せて開催した。 

 

  ③ 役員会 

  役員会は、理事会の後に理事会で出された課題の整理と次月理事会への提案検討が主

に議論された。 

  

 

 

Ⅱ.渉外部            
部長 新鞍 清彦（大阪市 SA 22 年） 

渉外部は対外折衝部会、福祉 IT 部会、都市環境部会の３部会体制にてスタートした。 

この部は、次の２点を目標とした活動を行った。 

１.行政機関や外部団体と積極的に交流を図り、府 SA 連協の PR を行う。 
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２.高大、校友会、ONCC、区民カレッジ、大阪アクティブシニア協会に参画し、交流を図

りながら修了生にＳＡへの入会を促進する。 

対象が多いので、担当を決めた。高大校友会（新鞍）、ONCC(笹原)、区民カッレジ(新鞍)、

アクティブシニア協会(笹原他)、大阪府高齢介護室は（新鞍他）とした。 
 

１.渉外部 

1）主な渉外事項 

（1）ＮＰＯ大阪府高齢者大学校・校友会関係 

①5 月 22 日、高大総会に参加 

②5 月 26 日、大阪アクティブシニア協会総会に参加 

③5 月 29 日、区民カレッジ総会に参加 

④7 月 13 日、高大スポーツ交流会打ち合わせ、 

⑤8 月 27 日、夏の音楽祭、～エル大阪、5 人鑑賞参加 

⑥10 月 2 日、大阪マラソンリーダー―会議、 

⑦10 月 12 日、高大スポーツ交流大会、エリオンアリーナ（府立体育会館） 

       警備担当、体力測定、３種スポーツ参加、１０人 

⑧10 月 30 日、第５回大阪マラソン、給水ポイント、４０人参加 

⑨高大受講生との交流会、 

11 月 24 日、子ども科学コース、笹原講師他、 

   10 月 3 日、国際文化コース、島貫講師他、 

      10 月 5 日、家族と社会に役立つサポートデザインコース、新鞍講師他、 

1 月 25 日、家族と社会に役立つサポートデザインコース、笹原講師他、 

1 月 26 日、子ども科学コース、笹原講師他、 

2 月 20 日、国際文化コース、笹原講師他 

３コース共、笹原理事長から府 SA 連協の概況説明の後、受講生と交流会を実施。 

    ⑩11 月 29 日「生き生きシニア活動顕彰」を大阪府高齢介護室の推薦により 6 団体が

顕彰され 50,000 円受領。 

ＳＡ藤井寺、ＳＡはびきの、ＳＡとよなか、ＳＡ箕面・豊能、 

ＳＡいけだ、ＳＡ四条畷 

⑪12 月 15 日、高大祭（吹田メイシアター）、パネル出展、 

⑫3 月 4 日、高大冬の音楽祭~京橋（すばるホール）、８人鑑賞参加。 

⑬3 月 9 日、アクティブシニアフエスタ２０１７（北区民センター）、 

パネル出展、歌体操、福祉ＩＴ出品。 

⑭高大ＳＡ成果発表会、～各入会促進、ＰＲ。 

交流会は、ＳＡの紹介のみに留まった。 

3 月上旬には高大Ｖコンセルジェ主体の説明会に参加して会員募集に努力した。

（笹原、新鞍） 

   ⑮3 月 23 日 高大卒業式が、中之島の大阪国際会議場で開催。 

校友会参加の笹原理事長、新鞍副理事長が招待され卒業を祝福した。 
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(２）ＮＰＯ法人大阪区民カレッジ 

 新しい人材の参加が欠かせない。その為にも、今年 195 名の修了生を送り出され、来

年はそれ以上の修了生を輩出される「区民カレッジ」とのコラボレーションが大阪市

ＳＡにとって必須条件と思い、お願いした結果 5 月 16 日城東校、6 月 20 日北校、7

月 11 日中央校、12 月 5 日西校において、大阪市ＳＡの活動紹介とおもちゃ作りに依

るボランティア体験をしてもらう２時間を持つことができ、修了後の地域活動に参加

して頂くことを理解して頂けたのではと思っている。 

 今年も、区民カレッジ修了式に招待され、その際５分間の会員募集の為のスピーチが

与えられた。 

新入会者は現時点(3/23 現在)で 9 名ですが、これに懲りず今後も区民カレッジとより

一層関係を深め、新しい人材の参加を募る所存である。（府民カレッジは今年は 39 名

でした） 

 

(３) ＮＰＯ大阪府北部コミュニティカレッジ(ＯＮＣＣ)関係 

今年度よりＯＮＣＣとの連携を密にするため、大阪府ＳＡ連協の窓口として笹原理事

長とした。 

①平成 28 年 4 月 5 日 入学式に出席 

②平成 28 年 7 月 26 日 ＯＮＣＣ理事とＳＡ連協北ブロック部会との交流会に参加 

③平成 28 年 11 月 1 日 ＳＡ認定式に出席 

④平成 28 年 11 月 16 日 ふれあい交流会（文化祭）に参加（吹田メイシアター） 

   パネル展示： 高槻、茨木、吹田、豊中、箕面・豊能各地区ＳＡ 

    おもちゃ作り： ＳＡ吹田（展示説明）、 

⑤平成 28 年 11 月 24 日 地域福祉ＳＡ養成講座生との交流会 ＳＡ連協北ブロック 

５地区ＳＡが参加  

⑥平成 28 年 11 月 30 日 ＯＮＣＣ 4 周年記念式典に出席 

⑦平成 29 年 1 月 26 日 地域福祉ＳＡ養成講座との交流会でＳＡ連協北ブロック 

関係者が入会勧誘 

⑧平成 29 年 2 月 16 日 地域福祉ＳＡ養成講座の成果発表会に出席 

⑨平成 29 年 3 月 6 日  卒業式に出席 
 

以上の活動により、・箕面豊能（6）、豊中（7）、・吹田（1）、・茨木（2）、高槻（2） 

合計１8 名の入会成果があった。 

今後は更にＳＡ養成講座生の入会率を高めるため、ＯＮＣＣ理事との定期的な 

会合を設けるべき。 

  例・ＳＡ養成講座生に対してＳＡによる出前講座 

・ＳＡ養成講座生に対して 6 月頃にＳＡプレゼン紹介 

   ・ＳＡ養成講座生を地区ＳＡ活動に一緒に体験活動してもらう 等 
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(４）ＮＰＯ法人アクティブシニア協会 

アクティブシニアフェスタ２０１７が平成 29年 3月 9日大阪市立北区民センターで

開催され府ＳＡ連協からは歌体操部会が出演し好評を博し、福祉ＩＴ部会が授産所製

品を販売し成果を上げた。 

また、府ＳＡ連協のパネル展示と来訪者へのＰＲをした。今回から、大阪府・市の老

人クラブ連合会を協賛団体に加えて、来場者増への取り組みが行われたが、一般来場

者は少なく、協会登録団体の役員関係及び出展団体の関係者が多く来場されたようで

あった。 

 今年も「アクティブシニアがあふれる元気な大阪事業」を大阪府から受託して、府下

６土木事務所管内ごとに行われ、府ＳＡ連協は 2 地区受託し、実施内容がよかったの

で好評だった。 

 

(５）ＮＰＯ法人シルバーアドバイザー・ネット大阪 

府ＳＡ連協のおもちゃ部会は、従前の初級おもちゃ教室を承継しているが、ネット

大阪の「おもちゃ教室」は、中級の内容で、府ＳＡ連協の地区ＳＡ会員も参加し、そ

れを持ち帰り地元での活動に役立てている。また新しい「おもちゃ」に挑戦し努力さ

れている。 

 

２.福祉ＩＴ部会  

部会長 榎本 龍彌(ＳＡいけだ 21 年)   

ＩＴ技術の利活用により、授産施設（障がい者のための福祉事業所）で作られる授

産製品の販売を支援する福祉ボランティア活動を行う 

その為に、サイト「福祉夢ひろば」（http://fukushi2yume.web.fc2.com）を運営する。 

① 例会／研修会 

   ・定例会： 10 回開催。 原則として毎月第 4 月曜日 午後 1 時 30 分～ 

大阪市立総合生涯学習センター ネットワーク・ラボ 

   ・福祉ボランティアの実践に関する相互研鑽とイベントへの参加準備を行った。 

② 福祉夢ひろばに掲載する授産施設の更新と新規授産施設の開拓 

   ・平成 28 年度は新規授産施設の開拓はなく、2017 年 3 月時点で授産施設 27 施設と

授産ショップ 4 店をサイト「福祉夢ひろば」に掲載している。 

  ③ イベント時に授産製品の展示・即売会を無償で実施し、併せて障がい者の社会参加

の推進を図った。 

・トラックフェスタ 2016（2016.10.16 万博公園（吹田市）で開催） 

授産施設 1 カ所が製品を展示・販売。さらに、3 施設の授産製品を出展／販売代

行した。 

売上高 約 36,000 円 

・第 39 回障がい者作品展（2016.11.12 ビッグ・アイ（堺市）で開催） 

    授産施設 1 施設の製品を出展／販売代行した。 

売上高 約 4,000 円 



                ＳＡ連協だより   第 47 号  平成 29 年 7 月 1 日発行 

7 

 

・総合フェスタ 2016（2016.11.23 総合生涯学習センター（大阪市）で開催） 

    授産施設 6 カ所が製品を展示・販売、ならびに紙漉きの体験教室を実施した。さ

らに、4 施設の授産製品を出展／販売代行した。 

    売上高 約 84,000 円 

・高齢者大学同窓会連協第 9 回文化祭（2017.2.24&25 メイシアター（吹田市）で

開催） 

 授産施設 2 カ所が製品を展示・販売。さらに、5 施設の授産製品を出展／販売代

行した。 売上高 約 87,000 円 

・アクティブシニア・フェスタ 2017（2017.3.9 大阪市立北区民センターで開催） 

    授産施設 2 カ所が製品を展示・販売し、3 施設の授産製品を出展／販売代行した。 

    売上高 約 42,000 円 

  ④ 広報活動  

   ・会員の活動を相互に知らせあい、かつ外部にも発信すべく、福祉 IT 部会のブログ

（http://fukushi2yume.blog120.fc2.com）を運営しているが、記事の更新はで

きなかった。 

   ・当部会の活動を紹介するパンフレットを更新し、2017 年 1 月末に発行した。 

    ・ネットワーク・ラボ主催のセミナーで「簡単にできるブログ」の講習会（PartⅠ、

PartⅡ）を 2016 年 6 月、7 月に実施した。受講者数は PartⅠが 22 名、PartⅡが

14 名であった。 

  

 

 

３.都市環境部会（エコップ部会） 

部会長 和佐 義顕(ＳＡいけだ 19 年)  

【活動計画】 

① 定例会：大阪府都市整備部との意見交換会（5 月）を含み、年間 5 回開催。 

② 企画：1）キッズファームプロジェクト（5 回）への参加協力（於・服部緑地公園） 

     ２）環境、防災関連設備の見学会 

     ３）啓発活動；連協理事会でのプレゼンテーション 

http://fukushi2yume.blog120.fc2.com）を運営し、会員の活動を相互に知
http://fukushi2yume.blog120.fc2.com）を運営しているが、
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 【活動実績】 

   ・登録部会員 5 名体制（大阪市・はびきの・四条畷・いずみ・いけだ） 

１定例会（エコップ部会）；4 回実施 

① 6/15  大阪府都市整備部との意見交換会 

② 8/3   見学会等の打ち合わせ 

③ 12/19  今後の部会計画について 

④ 3/31   今年度 まとめ、来年度への意見交換 

２以下項目を企画し実施した。 

１）キッズファームプロジェクト 5 回シリーズ 

     5/28 ・7/23 ・8/27  ・10/1  ・10/29 （修了式） 

  ２）大阪府北部広域防災拠点（万博公園内） 見学会 

     9/21 15 名参加 ⇒ 転落事故発生のため途中で中止する。後日検討。  

  ３課題； 

      1）部会員の増員⇒各地区 SA 共、関心が低く、全体活動に繋がっていない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ.交流活動部 

 部長 木場 昭和子（大阪市 SA 18 年） 

  交流活動部は、歌体操部会・おもちゃ部会・支援活動部会の３部会構成で運営してい

る。それぞれの部会で、勉強会、研修会を開催することで、技術の向上を図ることが出

来た。 

 又、府ＳＡ連協の年間スケジュールを作成し、理事各位に配布し部会、イベント等解り

やすくした。 

 

 

大阪府北部広域防災拠点（万博公園内） 
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１.歌体操部会   

部会長 藤川 安高(ＳＡ吹田 19 年) 他 19 名 

1）第５研修室で開催した。歌体操の実技を通して技術の向上を目指し、各ブロックが

順番に実技の発表を行い学ぶことが出来た。  

 ２）ブロック交流会（北・中・南）活動の一環として研修会を実施して、ブロック内の

交流を図り親睦を深めることが出来た。他の地区を見学することで、繋がりが緊密に

なって良かった。 

 ３）全体のイベントとして、３月１６日に「府ＳＡ連協歌体操フェスタ２０１７」を堺

市総合福祉会館６階にて開催し、大阪府内全域から３０チーム４３９名の参加があり

盛会であった。 

４）3 月 9 日アクティブシニアフェスタ２０１７にも府ＳＡ連協歌体操部会として２９

名が出演し、府ＳＡ連協をアピールすることが出来た。  

 

 

定 例 部 会 

時間帯：10 時～12 時、場所： 大阪生涯学習センター  ５階研修室 

 月 日 参加者 内             容 

1 ４月 25 日 14 名 
自己紹介、活動計画、部会長･副部会長選出   

地区別交流会決めるアンケート 

2 5 月 25 日 17 名 中ブロック当番の実技研修 

3 6 月 22 日 18 名 北ブロック当番の実技研修 

４ 7 月 25 日 18 名 南ブロック当番の実技研修                

５ 8 月 22 日 19 名 中ブロック当番の実技研修                 

６ 9 月 26 日 18 名 北ブロック当番の実技研修                  

７ 10 月 24 日 19 名 南ブロック当番の実技研修   

８ 11 月 28 日 20 名 中ブロック当番の実技研修                

９ 12 月 12 日 15 名 北ブロック当番の実技研修                  

10 1 月 23 日 19 名 フェスタ２０１7 の役員選考準備と打ち合わせ 

11 2 月 27 日 20 名 フェスタ２０１7 の役員の役割再確認               

12 3 月 27 日 20 名 一年の反省 来期への改善点 

 

各ブロック地区歌体操研修交流会 

月 日 時間 場所 参加者 ブロック 

8 月 25 日 13:45～16:00 堺市総合福祉会館 165 名 南ブロック研修交流会     

10 月 8 日 13:00～16:00 枚方公民館ラムール 73 名 中ブロック研修交流会    

11 月 30 日 13:45～16:00 吹田南千里センター 163 名 北ブロック研修交流会     
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歌体操フェステ２０１7 

月 日 時間 場所 参加者 

3 月 16 日（木） 11:00～16:20 堺市総合福祉会館６階 439 名  

 

☆今後の課題 

・歌体操を理解して頂き地区理事、役員の協力を得て全地区に広めたい。  

・歌体操部会の定例会の会場費（4,700 円）をどうするか。現在 100 円部会費を頂いて

いるが、増額しなければ継続が難しい。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２.おもちゃ部会 

部会長 島田 道子(ＳＡ守口 14 年)   

おもちゃ部会の活動は回を重ねる度に活発化し、毎回 部会員も増えてきている。 

 ブロック別のおもちゃ交流会も各ブロック特色ある研修会になっている。 

 

定例おもちゃ部会  

会場：大阪社会福祉指導センター 地下１階、 

開催：おもちゃ部会 偶数月 第２火曜日 

書記：三橋与作（北Ｂ：高槻）、会計：中西弘子（中Ｂ：大阪）、松島登志子（堺）  

講師：ブロック（南 中 北）ごとに交代で実施、  参加料：１回当たり 200 円 

 月 日 作   品 講   師 参加者 

1 6 月 14 日 ブローチ（新聞紙の広告使用） ＳＡ守口 島田道子 17 

2 8 月 9 日  さんとりー ＳＡ八尾柏原 井上勝 20 

3 10 月 11 日  バックコサージュ ＳＡはびきの 池内日出子 17 

4 12 月 13 日  くるくる人形 ＳＡ高槻 三橋与作 15 

5 2 月 14 日  やっこさんの箱 ＳＡ大東 野口紀子 13 

6 4 月 4 日  ルーキュービック ＳＡ河内長野 小柴好子 18 
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ブロック別おもちゃ交流 研修会 

月 日 ブロック 場  所 参加者 

10 月 20 日 北 吹田アイワステーションビル 26 名 

11 月 3 日 中 府立寝屋川公園 32 名 

11 月 23 日 南 羽曳野福祉会館  

 

【参考】 

・おもちゃ教室     年 6 回（奇数月 第３火曜） 1:30～3:30 

主催： NPO ネット大阪 

    会場： 大阪社会福祉指導センター  地下１階 

    教室はどなたでも興味のある方参加自由  

 

☆その他  

29 年 1 月 25 日  NPO 高齢者大学校へ出向きおもちゃ作りを実演 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３.支援活動部会   

 部会長 木場 昭和子（大阪市 SA 18 年） 

  当部会は、歌体操を継続させ、更には発展させて行くために必要な次期リーダーの育  

成と、高齢者施設への歌体操ボランティア活動のスキルアップに取り組んできた。現在  

では、新規高齢者施設へのボランティア活動も増えている。  

毎月１回第２木曜日（13:30～15:30）に大阪市生涯学習センターの研修室で開催され

る中央研修会では、３ヶ月に１回外部講師の指導を受けている。それを支援活動部の専

任講師がフォローアップをして、地区の講師に繋げている。新しい曲を覚え、地区研修

会でその指導に当たり、ブロック交流会・歌体操フェスタ等で発表できるのも、楽しみ

の１つであろう。 

現在中央研修会には地区で推薦を受けた 29 名が参加している。 

もう一つの任務は、活動を円滑に行う為に助成金獲得の任務がある。平成 28 年度は「熊

西地域福祉振興財団」より、50 万円の交付を受けることが出来た。まずはボランティア

作品：5 段組風車 
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活動に行っていただいている方への謝金と、地区研修会を実践している方への講師料に

当てる事にした。 

会場費は、皆さんから毎月 500 円を支払っていただいている協力金を当てることとする。 

歌体操部会の会場費は、100 円の部会費と足りないところは助成金で決算が出来る。  

平成 28 年度はどうにか、これで運営はできるが、平成 29 年度は助成金を獲得できてい

ない。 

３月の定例会の際、参加者と話し合いをした。謝金はお支払いが出来ない。500 円の協

力金を支払っても中央研修会を続けて行きたいと思いますかと、尋ねたところ全員が続

けたいとの意見でしたので。継続することにした。  

29 年度の中央研修会を開催する場合、協力金で会場費は支払いが出来ますので、専任講

師、副専任講師に指導をお願いして、続けて頂くこととした。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆今後の課題  

 ・ボランティアの活性化を図るためには、各地区ＳＡで助成金を獲得し、補助が出来る

様になると、色々なボランティアに取り組みやすくなると思いますので、各地区での

申請を広めて行きたい。 

 

                 

Ⅳ.広報部     

部長代行 松本 勉（SA 茨木 20 年） 

【活動目的】 

・府ＳＡ連協と地区ＳＡの架け橋となる広報活動を目指す。 

・地区ＳＡ活動の知名度（認知度）の向上を目指す。 

・広域活動、助成金情報のホームページ、ブログなどによる共有化を図る。 

 

【活動報告】 

１．機関誌｢シルバー通信｣を 6 月に発行した。 

活動報告、活動計画を掲載して年次報告を行った。 
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２.ブログの更新が頻繁になり、日常の活動予定や諸活動報告が掲載され、充実してきた。 

３.校友会共同機関誌の休刊に伴い、高齢者大学校機関誌「れいんぼー」に寄稿した。 

４.府ＳＡ連協の活動を紹介するＰＲチラシの改訂を行った。諸イベントにおいて積極的

に活用した。 

 

1.広報誌部会  

部会長 松本 勉（SA 茨木 20 年） 

【活動目的】 

・文書情報での対外、対内への情報発信（情報誌・ＰＲチラシ等） 

・ＳＡファンづくり・地区ＳＡの活性化（情報誌・ＰＲチラシ等） 

【活動報告】 

１. 高大機関誌「れいんぼー」に、府ＳＡ連協より寄稿した。  

・３３号(５月発行)   理事長入学祝辞、府ＳＡ連協紹介、地区ＳＡの紹介 

・３６号(１月発行)   理事長年頭挨拶、２０地区ＳＡの概要一覧 

２. 府ＳＡ連協機関誌「シルバー通信」の発行。 

・年１回の発行とし、会員全員に配布されるこの機関誌を通じ、前年度の活動報告

と新年度の活動を知ってもらうよう年次総会資料と同等内容のものを、新体制が

固まった６月に発行した。 

・渉外部の尽力により発行スポンサーがついて、カラー印刷の見やすい紙面の提供

ができた。 

３. 外部関連団体イベントに参加してのパネル展示にてＰＲ活動を行った。 

・「ＯＮＣＣふれあい交流会」  12 月 15 日  吹田市メイシアター 

・「高大祭」 12 月 15 日  吹田市メイシアター    

・「アクテイブシニアフエスタ 2017」  3 月 9 日  大阪市北区民ホール   

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２.ブログ研究部会   

部会長代行 松本 勉（SA 茨木 20 年） 

【活動目的】 
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ブログを使って、府ＳＡ連協および各地区ＳＡの日常活動をタイムリーに、ビジュア

ルに、見やすく提供する。そのためのスキル向上を目指す。 

 

【活動報告】 

  年度前半で無料会場が閉鎖されるも、大阪市ＳＡの会員の厚意で無料会場の提供を

受ける。また、部会長（兼講師）の急逝により閉会（休会）の危機もあったが、全

会員の熱意で継続を決定し、地区への普及の拡大とスキルの向上を目指す。 

  28 年度は、部会は日程的にはほぼ予定通り開催できたが、地区の拡大の面ではむ

しろ縮小気味だったことは、課題を残した。 

  地区ＳＡのＰＲチラシをブログに集約記載することにより、地区ＳＡの入会促進

の支援を目指した。 

 

【今後の課題】 

ブログを使った活動紹介は、各地区ＳＡの努力によって頻繁に提供することができた。 

しかし、更新が停滞している地区も多々あり、全地区へ展開するまでには道は遠い。 

ブログはネット上で閲覧されることから、部内への情報発信に留まらず、公器としての

機能を活用して行くように心がけたい。 

 

３.ホームページ管理部会  （理事長、広報部長） 

【活動目的】 

・府ＳＡ連協の情報の交差点としてのホームページを目指す。 

・ホームページの刷新を図る。 

【活動報告】 

１．各地区ＳＡのホームページ（地区概要）の刷新は、ページフォーマットを共通に

すべく暫時行ったが、未だ一部更新作業が滞っている。 

２．理事会、部門会ならびに各部会の議事録は月次更新が望ましいが、更新作業要が 

一人のため随時更新とした。 

【今後の課題】 

 ・外部委託も含めたＨＰ更新者の発掘と内部会員のスキルを養成する。 

 ・ＨＰサーバーのアクセスＩＤ、パスワードの保管方法の検討と制度化。 

  （広報部長の急逝により、保管管理の不備が顕著化した） 
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Ⅴ. 会 計 

会計 高林 光睦（SA 四条畷 20 年） 

平成 28 年度大阪府ＳＡ蓮協会計決算 

          期間（平成 28 年 4 月 1 日～29 年 3 月 31 日）（単位：円）   

科 目 27 年実績 28 年予算 28 年実績 

【収入の部】 

前年度繰越 152,511 86,184 86,184 

会費 178,600 176,000 181,200 

利息 39 20 16 

寄付・雑収 6,620 4,800 8,800 

おもちゃイベント  20,000 0 150,000 

広報誌広告収入 0 0 49,500 

収入合計 357,770 267,004 475,700 

【支出の部】 

活動費 35,000 25,000 30,000 

負担金 33,432 20,000 18,080 

事務費 58,421 52,000 34,984 

歌体操 37,000 15,000 15,000 

おもちゃ 16,600 15,000 15,000 

ブログ・ホームページ 25,693 10,000 1,651 

福祉ＩＴ 12,600 12,600 12,000 

シルバー通信 30,948 35,000 52,019 

「れいんぼー」負担金 16,１92 10,000 0 

ＰＲ資料他 5,700 10,000 10,946 

おもちゃイベント経費 0 0 71,530 

予備費 0 20,000 15,120 

3,000 

支出小計 271,586 224,600 279,330 

繰越金 86,184 42,404 196,370 

支出合計 357,770 267,004 475,700 

   以上の通り本年度の会計決算を報告します。  

     平成 29 年 4 月 3 日 

事務局長 中島英征 ㊞  会 計 高林光睦 ㊞ 

                       

会計監査報告書 

上記 会計に関する帳簿、証拠書類、現金等につき厳正に監査致しました。  

  その結果、適正に的確に処理され正確であることを証し、ここに報告致します。  

      平成 29 年 4 月 1 日 

会計監査 松田嘉威 ㊞  中川明子 ㊞ 
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29 年度役員体制 

 

 理 事 長       新  鞍  清  彦   ２２年  大阪市 

    副理事長兼渉外部長   鈴  木 紀  男   ２３年 ひらかた 

    副理事長兼交流活動部長 中  島 英  征   １９年  茨木 

    副理事長兼広報部長   松 本   勉    ２０年  茨木 

    事務局長          木  場 昭和子    １８年 大阪市  

    会  計         下  川 順  夫    １７年 高槻 

    書    記              杉  元   亨     ２２年 松原会 

    事務局次長             元  坂 道  幸    １０年 河内長野 

    事務局次長        戸  田 喜美代   ２１年  箕面・豊能 

  

  顧  問        笹 原 義 正     ２２年 吹田 

      

会計監査                中 川 明 子   １７年 いずみ 

     会計監査                高 林 光 睦   ２０年 四条畷 

   

 

   福祉 IT 部会長     榎 本 龍 彌   ２１年 いけだ 

都市環境部会長   和 佐 義 顕   １９年 いけだ 

歌体操部会長    藤 川 安 高   ２１年 吹田   

おもちゃ部会長   島 田 道 子   １４年 守口  

支援活動部部会長   木 場 昭和子   １８年 大阪市  ・  

広報誌部部会長   松 本   勉     ２０年  茨木 

ブログ研究会部会長   松 本   勉     ２０年  茨木 
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１.活動方針 ～地区ＳＡの活性化への貢献活動～ 

 

（1）各地区ＳＡの高齢化に対処するため、府ＳＡ連協としては地区ＳＡの活性化に

寄与すべく一番重要な業務と位置づけます。特に、理事会開始前の時間を利用し

て各地区 SA の事例発表の場と講演会を約 50 分間持ち、地区 SA の情報交換の機

会を増やし、地区ＳＡの行事事例の発表を参考にし、その発表事例を各地区ＳＡ

が良いところ採用して地区ＳＡの活性化に努める様にします。 

 

（2）行政機関・関係団体との関係強化を図る 

高大、ＯＮＣＣ、区民カレッジ、府民カレッジのＳＡ養成講座生の全生徒の 10％

入会を図るべく取り組む。新規会員を受け入れる場合の新規貢献活動先の開拓と

整備に努め、その為に積極的に意見具申や情報交換をしていく。また府高齢介護

室との関係を強化する。 

 

（3）新規会員増の取組について 

府ＳＡ連協全 20 地区ＳＡの会員が少しでも増すため、新規地区 SA（東大阪地

区）の立ち上げをする。 

 

   (4) 貢献活動先の開拓（幼稚園、小学校、老健施設、デイサービス施設、支援学校、

物販店舗等）新規貢献活動先の開拓には知人の紹介などで実現する早道なので、

お互いに情報交換に務める事。（新規入会者の活動の場として多くの貢献活動先の

構築は重要です） 

 

  （5）ニッセイ顕彰金制度について  

     今年も６地区が対象で実施される予定。ついてはその 50,000 円の資金を利用

してイベントの計画を実施の事。  

 

  （6）イベント等の委託事業（広告も含む）について  

委託事業を積極的に取り込み実施することで、地区 SA 組織の活性化に努める。 

 
２.活動計画 

（1）定例会 

地区 SA 発表会及

び講演会 

毎月 1 回 原則第 1 木曜日 13：00～13：50 開催 

理事会 毎月 1 回 原則第 1 木曜日 14：00～15：00 開催 

役員会 毎月 1 回 理事会日 15：00～17：00 開催 

ブロック交流会 年 6 回 理事会日の奇数月の午前 10：30 開催 

各部門会 年 6 回 理事会日の偶数月の午前 10：30 開催 

 

 

 

 



                ＳＡ連協だより   第 47 号  平成 29 年 7 月 1 日発行 

18 

 

Ⅰ.渉外部 

１.渉外部 

【活動目的】 

平成 28 年版高齢社会白書では平成 27 年 10 月 1 日現在、65 歳以上の高齢者人口は 

3,392 万人、高齢化率 26.7％になりました。少子化対策による向上も進まず、ますま

す高齢者人口は増大し、高齢者が高齢者を支える時代に入ります。  

シルバーアドバイザー（以下 SA と呼ぶ）の役割が地域の担い手としての必要性が

益々増えていきますが、残念ながら地域も、各地区 SA も後継者不足に直面し、後継

者不足を補う対策が求められています。  

行政・諸団体との友好をより深め、SA の周知とボランティア会員の増員対策を進

めて参ります。 

 

【活動計画】 

次に掲げる、行政・学校・姉妹団体に定期訪問をし、友好を深め、理解と各地区 SA

に会員紹介を依頼します。 

 

1)行政機関 

大阪府福祉部高齢介護室介護支援課地域支援グループ  

各市町村市民活動課・高齢介護福祉課等  

大阪府社会福祉協議会・各市町村社会福祉協議会  

 

2)各種学校 

NPO 法人大阪府高齢大学校・校友会（略称高大・校友会）  

NPO 法人大阪区民カレッジ（略称区民カレッジ）  

NPO 法人大阪府民カレッジ（略称府民カレッジ）  

NPO 法人大阪府北部コミュニティカレッジ（略称 ONCC） 

 

3)姉妹団体 

NPO 法人大阪アクティブシニア協会（略称 OASA） 

NPO 法人シルバーアドバイザー・ネット大阪（略称 SA・ネット大阪） 

 

２.福祉ＩＴ部会  

【活動目的】 

ＩＴ技術の利活用により、授産施設（障がい者のための福祉事業所）の認知度を高

め、併せて授産施設で作られる授産製品の販売を支援する福祉ボランティア活動を行

う。そのために、サイト「福祉夢ひろば」（http://fukushi2yume.web.fc2.com）を 

運営する。 
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【活動計画】 

① 掲載授産施設／ショップの拡充と掲載ページの充実  

・掲載を希望する施設／ショップのページを作成し必要なリンクを設定し公開する。  

・サイトのホームページ並びに施設掲載ページの更新を行い掲載情報の鮮度を保つ。  

② 部会員／サポーターの活動能力のレベルアップ  

・大阪市立総合生涯学習センターのネットワーク・ラボで例会を原則月１回開催し  

福祉ボランティアの実践と IT 技術に関する相互研鑽を行う。  

③ 各種イベントで授産製品の展示、販売を企画・実施  

・大阪府内で開催される各種イベントに参加し、「福祉夢ひろば」のサイトに掲載して  

る授産施設の製品を展示・販売する。  

・上記展示・販売に授産施設の利用者（障がい者）の方々の参加を呼びかけ、障がい者

の社会参加の推進を図る。  

④ 外部関係機関との連携と広報活動  

・大阪市立総合生涯学習センター及びネットワーク・ラボ加入団体との連携を図るととも

に、ラボ主催の大阪市民向け講座(ネットワークサロン)で「みんなで楽しく歌おう」（大

型スクリーンで歌詞を見ながら、ピアノの生伴奏に合わせて参加者全員でナツメロ・    

抒情 歌・童謡などを歌う）を開催する。  

・「福祉夢ひろば」のパンフレットを定期的に更新する。  

・各種イベントで授産製品の展示・販売と併せて「福祉夢ひろば」の活動を紹介する。  

【活動予算】（申請額） 

・12,600 円（平成 28 年度と同様、ネットワーク・ラボの会議室年間使用料 18,600 円の内、

6,000 円は部会の自己負担とする） 

 

３.都市環境部会（エコップ部会） 

【活動目的】 

   私達の住んでいる地域の環境に目をやり、住みよい地域、安心・安全で幸せな地域

づくりに、啓発活動を通して、貢献することを目的とする。  

【活動計画】 

① 定例会 

大阪府都市整備部との意見交換会（5 月）を含み、年間 4 回開催。 

②企 画 

１．キッズファーム（5 回）への参加協力（於・服部緑地公園）未定  

２．見学会：案件や日程等は、別途部会にて計画する。  

大阪府北部広域防災拠点 見学会（万博公園内・昨年中断した場所）  

大阪府南部広域防災拠点 見学会（りんくうタウン内・最寄駅 垂井駅） 

兵庫県人と防災未来センター（最寄駅；阪神電車岩屋駅）17 日（無料） 

砂防施設「亀の瀬地すべり」（最寄駅；JR 大和路線 河内竪上駅）6/3 予定 
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 ＜課題＞  

1）部会員の増員⇒各地区 SA 等関心度に温度差があり、全体活動に繋がっていない現状。 

2）ブロックでの対処可能な地域土木事務所との協働の検討⇒地区から地域への展開。  

   

 

Ⅱ.交流活動部 

【活動目的】 

交流活動部の組織力の強化を図るため、各地区相互の交流を活性化させる。 

     その為に、助成金の獲得に努める。     

 【活動計画】 

１.おもちゃ部会、歌体操部会、支援活動部会の勉強会、研修会を実施し、技術の向

上を図る。 

① 歌体操部会は、毎月１回(第 4 月曜日)に開催する。 

② おもちゃ部会は、偶数月（第 2 火曜日）に 1 回開催する。 

③ おもちゃ教室は、奇数月（第 3 火曜日）に１回開催に参加する。 

④支援活動部会は（時期リーダー育成のため）毎月１回（第 2 木曜日）に中央研

修会を開催する。 

    2．おもちゃ部会、歌体操部会の（北、中、南）ブロック交流会を年１回開催する。 

   おもちゃ・歌体操ブロック交流会（北、中、南）は、各担当地区を持ち回りで

実施する。 

3．全体の歌体操イベントとして「大阪府ＳＡ連協歌体操フェスタ 2018」を 3 月頃

開催予定。大阪府内全域から、出演者を募集する。 

  【ＳＡ連協の財政改善に寄与する】 

    ・「大阪府ＳＡ連協歌体操フェスタ 2018」のチラシに後援名義取得し後援金収得

に努力 

    ・部会活動の一部を有料化する。 

（おもちゃ部会費 1 回 200 円、歌体操 300 円、中央研修会１回 500 円） 

 

１.歌体操部会 

】活動目的【  

          歌体操の会議と研修実技を通して各地区の歌体操の技術の向上、普及、親睦を

図っていき、更に中央研修会とも連携して活性化を図る。  

【活動計画】 

1.部会は毎月１回 年 12 回 第 4 月曜日 午前 10 時～12 時 

    前半会議と後半実技の研修を行う。 

2.地域親睦と活性化を図る上でも各ブロックの交流会を年１回は実施する。  
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3.その集大成として大阪府下の歌体操仲間と「ＳＡ連協歌体操フェス 2018」を 3

月に実施する。 

4.部会活動の運営費を負担するため一部を有料化する。  

5.他の行事、アクティブシニアフェスタの演芸部門等に部会として積極的に参加

する。 

 

２.おもちゃ部会 

】活動目的【  

各地区の活動の活発化、情報共有を図るとともに親睦を深めたい。 

【活動計画】 

①従来通り隔月１回、部活動を実施する。 

  ②講師を新しい方にお願いする事により、新講師の発掘及び講師の養成を図る。 

③部会員の活動の実践場所を広げ、イベントなどに部会として参加できるよう 

にする。 

④ATC 親と子ども教室に参加し交流活動を活発化したい。 

⑤おもちゃ教室とも交流活動を活発化したい。 

・会場  大阪社会福祉指導センター 地下１階 

・開催  おもちゃ部会 偶数月 第 2 火曜日  PM 1:30～3:30 

おもちゃ教室 奇数月 第 3 火曜日  PM 1;30～3;30 

・会費  昨年度と同様に １回 200 円 徴収 

 

３.支援活動部会 

】活動目的【  

・部会活動の活性化と、中央研修会、地区研修会を実施して高齢者施設へのボラ

ンティア活動の推進を図る。 

【活動計画】 

1．部会活動を強化するため、助成金の獲得に努める。   

2．歌体操中央研修会を毎月１回開催して、地区研修会のできるリーダーを養成

する。 

   ①3 ヶ月に１回位、外部講師をお招きして、研修会を開催する。 

    外部講師の研修会をビデオに録り、ＤＶＤにして希望者に頒布する。 

②高齢者施設ボランティア活動の実践。 

   ・高齢者ボランティア活動の新規開拓を図る。 

   ・質の高いボランティア活動を目指す。      

3．おもちゃ部会員のボランティア活動の実践場所を確保する。    
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Ⅲ.広報部 
 

１渉外部を通じて、高大内にパンフレットスタンドの常設を要望し、受講生向けの

連協や地区ＳＡのパンフレットを配布する。 

2. 誌機関紙 「シルバー通信」 びに並発行の 高大機関誌 」れいんぼー「 への寄稿し 

ＰＲ活動をする。 

3. の等ホームページ・ブログ ネットワーク 活用を情報 し、 広報タイムリーな 活動を

目指す。 
 

１.広報誌部会  

【活動目的】 

1. 情報誌・情報発信での文書情報の等チラシＰＲ  

2. ファンづくりＳＡ）情報誌・等チラシＰＲ  

 

 】活動計画【  

 1.機関誌「シルバー通信」を 7 月に発行する。 

2.高大機関誌 」れいんぼー「 に寄稿して、受講生向けのＰＲを行う。 

3.ＰＲチラシを改定発行して、友好団体の行事で配布する。 

・高大関連行事、 ・ＯＮＣＣ関連行事、 ・アクテブシニア協会関連行事 等 
 

２.ブログ研究部会 

【活動目的】 

・ブログを使って、府ＳＡ連協および各地区ＳＡの日常活動をタイムリーに、ビ

ジュアルに、見やすく提供する。そのためのスキル向上を目指す。 

     】活動計画【  

 1.地区ブログ要員の拡大・普及とスキル習得のため、熟練講師に依頼して部会員

のスキル向上強化を図る。 

2.部会員の親睦と交流を図るため、研修会後の親睦会を定着化する。 

3. のブログ個人のグループや会員ＳＡ、紹介ホームページの をする 
 

３.ホームページ管理部会 

【活動目的】   

・府ＳＡ連協の情報ハブとしてのホームページを目指す。 

【活動計画】 

1.ホームページ更新のＩＤやパスワード等の管理は複数人で保管するものとし、

管理者については、別途役員会にて取り決める。 

2.ホームページの更新は、有料にて委託する。 

3.地区ＳＡの依頼原稿に基づいて、 のホームページＳＡ地区 を更新する。 

4.理事会、部会議事録等の文書はホームページ上での公開をやめて、別途広報部

門長の責において保管・管理を行う。
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Ⅳ.会 計 

会計 下川 順夫（SA 高槻 17 年） 

平成２９年度大阪府 SA 連協会計予算 

(期間：平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日） 

科  目    ２８年実績    ２９年予算      備  考 

【収入の部】 

前年度繰越金 86,184 196,370   

会費 181,200 182,000   200 円ⅹ910 人 

利息 16 20   

寄付・雑収 8,800 0   

おもちゃイベント 150,000 0   

広報誌広告収入 49,500 0   

収入合計 475,700 378,390   

【支出の部】 
  

  

活動費 30,000 50,000   

負担金 18,080 20,000   

事務費 34,984 40,000   

歌体操 15,000 30,000   

おもちゃ 15,000 15,000   

ブログ・ホームページ 1,651 30,000   

福祉 IT 12,000 12,000   

シルバー通信 52,019 35,000   

PR 資料他 10,946 10,000   

おもちゃイベント経費 71,530 0   

３０周年記念誌準備金 0 40,000   

予備費 18,120 20,000   

支出合計 279,330 302,000   

繰越金 196,370 76,390   

合計 475,700 378,390   
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大阪市ＳＡ便り 

歌体操を通じて会員募集例の紹介 

会長 新鞍 清彦（大阪市ＳＡ連協 平成２２年） 

 大阪市ＳＡ連協としては会員の高齢化の為、会員の減少が顕著に数字として表れている

現実があり、その解決策としての下記に示した行動の例を紹介いたします。 

平成29年4月10日・5月8日・6月12日に、大阪市ＳＡ連協所属の歌体操クラブの「輝くバ

ラの会」の皆様６人と一緒に阿倍野老人福祉センターの計らいで歌体操会員募集の行動を

行いました。３日間共午前10時半から(30人参加)と、午後1時半から（25人参加）と2回分

けて行われました。 

会場に使われた大広間は、むんむんとする雰囲気で掲示板に貼られた歌の歌詞に倣い合

唱し、深呼吸・指体操行い、手指・上肢・全身・下肢の準備体操を行い、「輝くバラの会」

代表の梶山良子様の指導のもと、助手の皆様の動きに倣いのびのびと歌体操に励んでおり、

用意された練習プログラムの最後には全員輪になって「二人は若い」「今日の日はさよう

なら」で歌体操の体験を1.5時間の練習をして終わった時は、皆様は大変良い顔をされ満足

そうに帰途につかれました。歌体操のスローガンの一つに「寝たきりにならない」「寝た

きりにさせない」「寝たきりにしない」を目標として、活動していることを、参加者に語

り聞かせておられました。 

 今回阿の倍野区は住宅が多くあり、阿倍野老人福祉センターの所長はじめ熱心に受講生

を集めていただき、其の集客された中で歌体操を教える立場で参加させていただきました。

今後は現在で5０人の参加者に「大阪市ＳＡ」に参加して下さいとお願いの予定です。現在

は阿倍野歌体操クラブの会員ですが、其のうちに府ＳＡ主催の歌体操フェスタに参加して

感銘した方々を、来年度の大阪市ＳＡの会員になっていただく予定です。今後は毎月１回

の歌体操の練習を通じて歌体操のファンになっていただくべく練習を続け、後日会員にな

っていただくようお願いする予定です。 

 

  参加者全体写真 大広間での練習風景 2人は若いの練習風景 
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   歌体操風景 説明を熱心に聞き入る 

 

  歌体操練習風景 

 

 

ＳＡいけだだより 

障がい者施設「池田三恵園」見守り活動の新聞記事について 

 

当施設へは、「SA いけだ」「池田傾聴 なごみ」の合同研修会として有志 16 名で、平成

26 年 9 月 16 日（火）初めて訪問しました。（注、“なごみ” は、現在 “さつき” に

改称しました。） 

そのあとは、毎年 9 月 16 日に訪問と決め、翌年、27 年（2015）9 月からは、隔月訪問に

改め、平成 28 年（2016）10 月からは、毎月 1 回の定期活動として、これまで、毎月続け

ています。昨年 10 月訪問の際、施設長の宮脇さんから、産経新聞で連載中の“きずな「三

恵園日記」”に支援する側のボランティアの皆さんを取材させてほしい、と要請があり、我々

の SA 活動の PR？になると思い、受けることにしました。後日、企画推進本部の和田依子

さんから電話があり、内容は、昨年の 11 月 8 日（火）の朝刊に掲載されました。（次ペー

ジ、記事掲載） 

訪問活動は、”こすもす”（重度身障、知的障害等通所の生活介護事業所で日中活動が主

体）での見守り、寄り添いの 30～40 分、そのあと、陶芸作業場で（かわら掛け製品つく

り）1 時間ほど、計 1 時間半になります。言葉でのコミュニケーションは、無理ですが、

表情でのやりとりで、理解ができるようになってきたと思います。まさしく、「和顔愛語」

です!! 

陶芸作業場での活動 
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SA とよなかだより 

 サンキュー会 市長賞受賞 

                        SA とよなか  宮本靖彦 

 

5 月 14 日 10:00 より豊中市役所議会棟大会議室において今年度の憲法記念日市長表彰式

が行われ私達ＳＡとよなかのサンキュー会も長年に亘る老人施設での合唱指導を認めて頂

き市長賞を頂戴しました。  

この会はＳＡ11 期生が中心ですが、平成 11 年ＳＡコース修了後、いくつかのボランテ

ィア活動に挑戦した。その中の一つが千里中央北の特養グリーンヒルでのシーツ交換、掃

除、合唱指導であったが数か月後には、合唱指導に特化した。そこには開園以来カラオケ  

指導をして居られた吉田和喜子さんが居られたが、ご一緒に合唱指導を始めた。それ以来  

18 年間営々と継続して今に至っている。現在のメンバーは最初からの千野維久子さん、宮

本靖彦とやや遅れて参加の服部富栄さんとＳＡ以外では吉田和喜子さん、吉田友子さん、

瀬川博さん、岡本幸博さんが頑張って頂いています。  

活動するボランティアの施設も長年の間にグリーンヒルの他、緑地公園の「愛和苑」、柴原

町の「ゆうむ」、浜の「ふるる」と増えてきました。これで第一、第二、第三、第四の月曜

は埋まって居ります。 

活動の内容は入所者と一緒に日本の歌、唱歌、古い演歌等の合唱指導と後半は吉田和喜

子さんのＤＶＤによる古いカラオケの合唱です。合唱には伴奏が欲しいので外部の出来る

方にお願いをして来ました。 

有志 16 名の訪問時の様子 

産 経 新 聞 の記 事 （ 2 0 1 6 / 1 1 / 8） 



                ＳＡ連協だより   第 47 号  平成 29 年 7 月 1 日発行 

27 

 

入所者とも長いお付き合いですので、親しくなって居り、私達の訪問を待っていただい

て居り、お別れの時の「また来てね。」が私達の励ましであります。  

                                      

 

 

 

 

 

 

南ブロックだより 

ブロック長 大川 正彦（SA藤井寺 平成１８年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南ブロック ６地区 SA 所在地 

①堺 SA 連協 

②いずみ SA 

③SA 松原会 

④SA 藤井寺 

⑤SA はびきの 

⑥SA 河内長野 
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①南ブロック交流会 歌体操部会 

28 年 8 月 25 日（木曜日） 

開催担当地区：堺 SA  

会場：堺市総合福祉会館 6 階ホール 1 時開

演出演 12 チーム 延べ 142 名の皆さんと

見学の方々が楽しく交流しました。 

 

②南ブロック交流会 おもちゃづくり部会 

28 年 10 月 27 日（木曜日） 

開催担当地区：SA はびきの 

会場：羽曳野市福祉センター2 階 1 時半開

始出演 6地区 34名の皆さんと楽しく交流

しました。 

 

③大阪府 SA 連協『歌体操フェスタ 2017』 

3 月 16 日（木曜日） 

開催担当地区：南ブロック・SA 藤井寺 

会場：堺市総合福祉会館 6 階ホール 11 時

開演出演 30 チーム 延べ 447 名の皆さん

と見学の方々が楽しく交流されました。 

 

 

 

 

おもちゃづくりフエスティバル（いずみ SA） 

28 年度南ブロック・交流会 
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ＳＡ藤井寺活動だより 
  

津田 幸子（SA 藤井寺 平成 21 年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆広報体験教室①おもちゃ  

 

◆広報体験教室②お手玉 

◆広報体験教室③リフレシュ体操  ◆広報体験教室④太極拳教室  

※IT 研修教室 ※ディスコン研修会 

 

平成 29 年新年度定例会 
市制 50 周年感謝状拝受 

※
市
広
報
に
掲
載
さ
れ
た 

お
手
玉
サ
ー
ク
ル
『
遊
』 

 
 

 
 

 
 

の
活
動 

「春季と秋季 藤井寺市広報に 体験教室 を掲載し市民のみなさんとの 

              交流を深めています」 
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ＳＡ茨木だより 

 
 小学校での総合学習授業～手作りおもちゃ教室～ 

松本 勉（SA 茨木 20 年） 

ＳＡ茨木の会員である京極孝夫さん（16 年地域）が所属の〝太田さくらくらぶ“の要請

を受け、総合学習授業として 1 年生の 3 クラス・110 名を対象に、それぞれのクラスでお

もちゃ教室を開催しました。本教室は９年前より例年ＳＡ茨木が協力しているものです。 

今回のテーマの「割り箸大砲を作る」は授業の中での構成なので、子ども達は１年生と

はいえＳＡの講師の指導をしっかり聞いてくれます。また講師の進行に少し遅れ気味の子

ども達も、アシスタントとしてスタンバイするＳＡのメンバーがフォローアップして進め

られました。 

大砲を作る過程は、２本の割りばしと洗濯バサミとをビニール針金でしっかりと結んで

バネにして、ペットボトルのキャップを玉受けとし、台紙を砲台としてセロテープでしっ

かり貼り付けて出来上がりです。  

全員が完成すると、子ども達を各クラスにおいて３グループに分けて、2.5cm 大の発泡

スチロールの玉を標的とするポリバケツや洗面器をめがけて競い合います。  

先ほどまでは、おとなしくて静かだった子ども達の声が、的の当たりはずれに一喜一憂

するたびにヤッター、キャーッ、スゴイー、と教室中に溢れます。その姿を見ながらＳＡ

のメンバーの皆さんの笑顔も教室中に溢れます。  

地域の子供たちに元気を貰ったひと時でした。ありがとうございました。  
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シルバーアドバイザー憲章 

 

１）私たち、シルバーアドバイザーは、永年にわたって貴重な知識

や経験、技術を培ってきたことに高い誇りをもち、絶えず自ら

の生き甲斐の高揚に務めます。  

 

２）私たち、シルバーアドバイザーは、永年にわたって培ってきた

貴重な知識や経験、技術を活かしながら地域福祉活動を推進し

てゆくことに務めます。 

 

３）私たち、シルバーアドバイザーは、常に人格・識見の向上と活

動を行ううえに必要な知識や技術の修得に励み、社会の信頼を

得られるように務めます。  

 

４）私たち、シルバーアドバイザーは、活動に際して、知り得た他

人の秘密を漏らしたりすることがないように、充分に注意しま

す。 

 

５）私たち、シルバーアドバイザーは、シルバーアドバイザーの称

号を悪用したり、乱用したりすることのないように充分に注意

します。 
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【広告のページ】 


